更生会社

(株)日本航空インターナショナル
事業管財人　中村　彰利殿
管財人弁護士　片山　英二殿
(株)日本航空インターナショナル
会長　稲盛　和夫殿
社長　大西　賢殿
要請文（案）
貴社は、更生計画案の人員削減施策として、希望退職者を募りその削減目標数が達しなかった場合には、一定の基準に従って整理解雇を行うことを乗務員に通告したと認識しています。希望退職がだめなら次は整理解雇というのは、解雇回避努力を尽くしたことにはならず、解雇権濫用であると考えます。
又、希望退職の対象としているのが４５才以上、整理解雇の人選基準は病気欠勤をした人や年齢の高い人から対象とするという事ですが、これは、一つには経験豊かな乗務員を切り捨てることに他なりません。利用者の立場から言えば、特殊な環境である飛行機の中で、不安感を払拭してくれたり、騒ぐ子供を上手になだめてくれたり、安心感のあるタイミングの良いサービスをしてくれるのはベテランの乗務員の方々です。又、過去に休業した事を理由に現在元気に働ける乗務員を対象にするのでは、今後病気で休むことを躊躇させ、体調がすぐれないまま乗務する事になり、適切な安全業務を果たせるのか不安です。
　いろいろな場面で経験豊かなベテラン乗務員を整理解雇で一掃するような今回の施策は、輸送の安全を軽視していることの現れです。そのような航空会社は、不安で今後利用することは躊躇われます。
更生会社となった今、貴社に求められるのは、今までより更に安全で良いサービスが受けられ、利用者から愛される航空会社となることではないでしょうか？その為に、ベテラン乗務員を切り捨て人心を惑わす整理解雇による人員削減を直ちに撤回し、解雇せずに働き続けられる方策について労働組合と協議を尽くす様要請します。
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